
昭 和44 年7 月5 日

区 のお知らせ

区 の お 知 ら せ第211 号( 1)

足 立 区
企 画 室
( 882) 1111

足立区千住一丁目50

婦人相談
◇ 身の上・家庭のもめごと=毎週

月・水・金曜日、午後1時～5時

◇ 若い女性の身のふり方・母子家

庭のくらし=毎日( 土曜は正午ま

で、日曜・祭日は休み) 午前9時～
5時。以上、各 福祉事務所へ。

人 口 調 べ
( 昭和44年6 月1 日現在)
世帯　169, 453

男　　282, 909

女　　269, 225

計　　552, 134

( 前月より1, 257 人増)

必 ず 投 票 を

都

議

会
議

員
選

挙

投
票
日

七
月
十
三
日
(
日
)

午
前
七
時
～
午
後
六
時
ま
で

七
月
十
三
日
は
、都
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。わ
た
く
し
た
ち
は
、明

る
く
豊
か
な
生
活
を
望
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、よ
り
よ
い
政
治
が
必
要
で

あ
り
、生
活
と
政
治
を
結
び
つ
け
て
い

る
の
が
選
挙
だ
と
い
え
ま
す
。

都
議
会
議
員
選
挙
は
、わ
た
く
し
た

ち
の
生
活
に
直
接
関
係
の
深
い
選
挙
で

す
。
こ
の
選
挙
の
意
義
と
重
要
性
を
十

分
考
え
、
あ
す
の
東
京
を
築
く
、
り
っ

ぱ
な
人
を
選
ん
で
、七
月
十
三
日
の
投

票
日
に
は
、
必
ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。

投
票
・
開
票
の
日
程

投
票
日
―
―
七
月
十
三
日
(
日
)

時
間
―
―
午
前
七
時
～
午
後
六
時

場
所
―
―
区
内
五
十
四
投
票
所

開
票
日
―
―
七
月
十
四
日
(
月
)

時
間
―
―
午
前
八
時
か
ら

場
所
―
―
区
体
育
館

入
場
整
理
券
を

忘
れ
ず
に

入
場
整
理
券
は
、郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
整
理
券
は
、投
票
日
時
と

投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、投
票
所
で
選
挙

人
名
簿
と
対
照
す
る
際

必
要
な
も
の
で
す
か
ら
、必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

な
お
、投
票
に
お
出
か
け
の
際
は
、

入
場
整
理
券
に
書
か
れ
て
い
る
投
票
所

名
を
、よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

次
ぎ
の
か
た
は
前
の
住
所
地
で

投
票
で
き
ま
す
。

年
齢
満
二
十
歳
以
上
で
、都
内
の
区

市
町
村
か
ら
足
立
区
に
移
転
し
、以
後

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
が
、六
月
一
日

現
在
で
、ま
だ
三
か
月
の
住
所
要
件
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
た
め
、足

立
区
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
、名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
場
合
、足
立
区
に
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
と
い
う
証
明
書
が
必
要
で
す

か
ら
あ
ら
か
じ
め
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
証
明
書
は
、所
管
の
出
張
所
で
発

行
し
て
い
ま
す
。本
人
か
ご
家
族
の
か

た
、ど
ち
ら
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。印
鑑

を
お
持
ち
の
う
え
、交
付
の
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

投票日まであと8 日( 北千住駅前で写す)

□
清
い
票

明
る
い
政
治
の
出
発
点

□
一
票
が土

台
と
な
つ
て
町
づ
く
り

交通 安全 ………… ( 3)

歩 行 者の 過 失

自
己
過
信
が
災
い
?

「キ
ッ
キ
ッ
キ
ュ
ー
、
ド
ス
ン
」
と
不
気
味
な

音
が
、
夕
や
み
の
綾
瀬
駅
前
通
り
に
響
い
た
。

五
月
十
六
日
の
午
後
七
時
。
帰
宅
途
中
の
勤

め
人
や
買
物
中
の
主
婦
た
ち
が
交
通
事
故
だ
と

直
感
し
、
音
の
し
た
方
へ
か
け
寄
る
。
そ
こ
に

は
若
い
男
が
、
顔
を
ゆ
が
め
、
道
路
に
ヘ
バ
リ

つ
い
て
い
た
。
す
ぐ
救
急
車
が
呼
ば
れ
、
近
く

の
病
院
に
運
ば
れ
た
。
病
院
の
診
断
で
は
、
腰

と
頭
部
の
打
撲
で
全
治
十
日
間
の
ケ
ガ
。
被
害

者
は
二
十
一
歳
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。車
の
走
っ

て
い
っ
た
す
ぐ
あ
と
を
横
断
し
、対
向
車
に
は
ね

ら
れ
た
の
だ
。つ
ま
り
、左
右
の
安
全
不
確
認

の
た
め
に
お
き
た
事
故
で
あ
る
。場
所
は
横

断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
。加
害
者
(
運
転
車
)

側
に
も
、多
少
安
全
速
度
違
反
の
と
こ
ろ
は
あ

っ
た
が
、一
応
制
限
ス
ピ
ー
ド
内
で
あ
っ
た
。

交
通
事
故
と
い
え
ば
、無
謀
運
転
と
し
て
運
転

者
側
が
よ
く
責
め
ら
れ
る
。し
か
し
歩
行
者

に
も
過
失
の
あ
る
も
の
が
案
外
多
い
。次
に
あ

げ
る
例
も
そ
う

で
あ
る
。

▼
四
月
十
五
日
午
前
八
時

。

現
場
は
梅
島
二
丁
目
の
歩
道
の
な

い
道
路
。A
さ
ん
(
三
十
八
歳
、男
、会
社
員
)

が
左
側
通
行
を
し
て
い
た
。そ
こ
へ
う
し
ろ
か

ら
き
た
車
が
、対
向
車
と
す
れ
違
う
た
め
、ハ

ン
ド
ル
を
左
に
切
り
、左
側
を
歩
い
て
い
た
A

さ
ん
を
除
け
き
れ
ず
に
は
ね
た
。A
さ
ん
は
右

足
を
打
た
れ
て
一
週
間
の
ケ
ガ
。

▼
四
月
二
十
九
日
午
前
〇
時
二
十
分
。日
光
街
道

千
住
四
丁
目
付
近
。タ
ク
シ
ー
が
乗
客
二
人

を
乗
せ
て
運
転
中
、酒
に
酔
っ
て
い
た
B
さ
ん

(
四
十
五
歳
、男
、会
社
員
)
が
急
に
車
道
へ

飛
び
出
し
た
。急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
が
間
に

合
わ
ず
、
B
さ
ん
を
は
ね
飛
ば
し
、
対
向
車
に

衝
突
し
て
止
ま
っ
た
。
は
ね
ら
れ
た
B
さ
ん
は

後
頭
部
骨
折
で
三
か
月
の
重
傷
。
タ
ク
シ
ー
の

三
人
も
、そ
れ
ぞ
れ
頭
部
打
撲
で
重
傷
、う
ち

客
の
一
人
は
入
院
後
死
亡
し
た
。

ま
だ
ま
だ
例
を
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
。

西
新
井
署
が
ま
と
め
た
昨
年
一
年
間
の
歩
行

者
の
事
故
統
計
に
よ
る
と
、総
数
五
百
三
十
六

人
の
う
ち
、歩
行
者
側
に
全
然
過
失
が
な
か
っ

た
の
は
、わ
ず
か
五
十
七
人
し
か
い
な
い
。事

故
者
数
を
年
代
別
に
み
る
と
、一
般
(
高
校
生

以
上
)
は
百
九
十
三
人
で
、幼
児
の
百
九
十
九

人
に
次
い
で
多
い
。児
童
の
九
十
一
人
、中
学

生
五
人
、老
人
四
十
八
人
を
、は
る
か
に
し
の

い
で
い
る
。絶
対
人
口
が
子
ど
も
よ
り
多
い
と

し
て
も
、正
し
い
判
断
力
、注
意
力
、良
識
な

ど
の
点
で
、子
ど
も
よ
り
数
段
上
の
は
ず
の
お

と
な
が
、な
ぜ
こ
う
も
事
故
に
あ
う
の
か
。

も
っ
と
く
わ
し
く
統
計
を
見
て
み
よ
う
。

原
因
別
で
は
、車
の
直
前
直
後
横
断
が
一
般

四
十
五
人
、幼
児
・
児
童
各
十
六
人
、中
学
生

一
人
、老
人
十
二
人
。左
側
通
行
は
、一
般
三

十
四
人
、幼
児
五
人
、児
童
三
人
、中
学
生
〇

、老
人
五
人
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
統
計
数

字
は
、お
と
な
が
い
か
に
交
通
ル
ー
ル
を
無
視

し
て
い
る
か
、
ハ
ッ
キ
リ
示
し
て
い
る
。
飛
び

出
し
事
故
で
は
、
む
ろ
ん
幼
児
が
一
日
三
十
二
人

で
い
ち
ば
ん
多
く
、
児
童
、
一
般
、
老
人
、
中

学
生
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
中
学
生
の
事
故
が
少
な
い
。
そ

れ
は
、
小
学
校
で
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
ら
れ
、

中
学
生
に
な
っ
て
あ
る
程
度
の
注
意
力
と
判
断

力
、良
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、そ
れ
を
素
直

に
、正
し
く
使
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。お
と
な
は

注
意
力
も
、正
し
い
判
断
力
も
あ
る
と
思
う
が

ゆ
え
に
自
己
を
過
信
し
、良
識
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
事
故
に
あ
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
近
は
、
歩
行
者
の
交
通
違
反
も
検
挙
さ
れ

る
し
、
ま
た
歩
行
者
に
過
失
が
あ
っ
て
事
故
が

お
き
た
場
合
、
補
償
金
は
相
殺
さ
れ
、
一
円
た

り
と
も
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
〝
歩
行
者

優
先
〟
に
ア
グ
ラ
を
か
い
て
は
い
ら
れ
な
い
。

恥
か
し
い
こ
と
だ
が
、お
と
な
は
子
ど
も
を

見
習
い
、
「交
通
事
故
最
多
記
録
保
持
者
」の

汚
名
を
返
上
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

都
内
の
交
通
事
故
統
計
(
四
十
三
年
中
)

□
六
分
半
に
一
件
の
割
で
事
故
発
生

□
一
日
に
二
百
十
五
人
が
死
傷

□
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
歩
行
者
事
故

保
育
園
二
つ
で
き
る

第
二
新
田
(
八
月
)
・
竹
の
塚
北
(
九
月
)
開
園

都
住
宅
局
で
建
設
し
て
い
都
営
住
宅

内
に
保
育
園
が
二
つ
で
き
る
こ
と
に

な
り
、区
で
は
、い
ま
、そ
の
開
園
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、第
二
新
田
保
育
園
(
新
田

一
丁
目
一
四
-
一
二
-
一
〇
一
)
。こ

こ
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て

の
都
住
一
階
部
分
で
、保
育
園
の
建
築
面
積

は
四
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。園
児

定
員
は
九
十
六
名
。開
園
は
八
月
中
の

見
込
み
で
す
。

も
う
一
か
所
は
竹
の
塚
北
保
育
園
(

竹
の
塚
七
丁
目
一
三
-
四
-
一
〇
一
)
。規
模

は
第
二
新
田
と
同
じ
で
、開
園
は

九
月
中
の
予
定
で
す
。

こ
れ
で
区
内
の
保
育
園
教
は
二
十
八

に
な
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、区
で
は
本

木
町
四
丁
目
四
六
六
七
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
、園
児
定
員
百
二
十

名
の
第
二
本
木
保
育
園
(
仮
称
)
を
現

在
建
設
中
で
、来
月
二
月
ご
ろ
開
園
す

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、谷
在
家
と
上
沼
田
に
も
、来
年

五
月
の
開
園
を
め
ざ
し
て
、都
住
内
併

設
の
保
育
園
建
設
が
、都
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
続
々
と

保
育
園
が
で
き
て
き
ま
す
。

園

児

募

集

第
二
新
田
保
育
園

募
集
人
員
―
九
十
六
名

申
し
込
み
―
足
立
福
祉
事
務
所
(
千

住
柳
町
一
二
-
五
)

竹
の
塚
北
保
育
園

募
集
人
員
―
九
十
六
名

申
し
込
み
―
中
部
福
祉
事
務
所

(
梅
田
町
一
八
四
)

点
描

最
近
は
、

カ
ミ
ナ
リ
お

や
じ
を
、あ

ま
り
見
か
け
な
い
。子
ど
も
の
こ
ろ
、

高
い
木
に
登
っ
て
遊
ん
で
い
た
り
、池

で
泳
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
、近
所
の
カ

ミ
ナ
リ
お
や
じ
に
見
つ
か
っ
て
ド
ヤ
さ

れ
、逃
げ
場
に
困
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が

あ
っ
た
。当
時
は
、う
る
さ
い
、お
せ

っ
か
い
な
お
や
じ
だ
と
け
む
っ
た
が
っ

た
が
、い
ま
に
し
て
み
れ
ば
、よ
き
カ

ミ
ナ
リ
お
や
じ
だ
っ
た
と
思
う
。現
在

こ
う
し
て
元
気
に
働
ら
い
て
い
ら
れ
る

の
も
、し
か
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
時
的
に
せ
よ
そ
の
遊
び
を
や
め
、
「危

い
か
ら
」と
注
意
さ
れ
て
気
を
付
け

な
が
ら
遊
ん
だ
こ
と
が
、幸
い
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。し
か
し

い
ま
は
そ
う
い
う
子
ど
も
を
し
か
っ
て

あ
げ
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
。▼
七
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
、暑
さ
に
よ
る
け

だ
る
さ
や
夏
休
み
の
開
放
感
な
ど
に
よ

り
、水
の
事
故
、非
行
化
、シ
ン
ナ
ー

乱
用
な
ど
が
ふ
え
る
。
警
視
庁
の
調
べ

で
は
、
去
年
七
・
八
月
に
発
生
し
た
水
の
事
故

は
十
九
件
、
こ
れ
に
よ
る
死
亡
者

は
十
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
救
能

力
の
な
い
幼
児
や
小
学
生
だ
と
い
う
。

ま
た
、
紙
火
薬
や
花
火
の
爆
発
に
よ
る

事
故
は
、
七
・
八
月
の
二
か
月
間
で
、

十
五
件
、
そ
の
半
数
は
幼
児
で
、
ひ
と

り
遊
び
中
に
お
き
て
い
る
。
不
良
行
為

で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
や
は
り
七
・

八
月
中
に
一
万
一
千
五
百
九
十
七
人
い

る
。
そ
の
う
ち
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用

が
二
千
二
百
十
九
人
で
最
も
多
く
、不
健

全
娯
楽
(
パ
チ
ン
コ
店
や
ゴ
ー
ゴ
ー

キ
ャ
バ
レ
ー
)
、家
出
、無
断
外
泊
な

ど
が
こ
れ
に
続
く
。そ
の
ほ
か
、窃
盗
、

性
犯
罪
、交
通
事
故
な
ど
も
夏
に
多

い
。こ
れ
ら
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
▼
い
ま
は
〝
断
絶
の

時
代
〟
と
か
い
わ
れ
て
い
る
。
古
い
過

去
を
絶
ち
切
り
、
新
し
い
道
を
歩
む
の

な
ら
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
子
間

の
、
ひ
い
て
は
、
お
と
な
と
子
ど
も
の

人
間
的
な
結
び
つ
き
の
〝
断
絶
の
時
代
〟

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

自
分
の
子
ど
も
を
過
信
し
て
い
る
の

か
、関
心
を
寄
せ
る
余
裕
が
な
い
の
か

と
に
か
く
問
題
を
お
こ
す
子
ど
も
の
家

庭
は
、放
任
主
義
が
多
い
。▼
ガ
ム
シ

ャ
ラ
に
し
か
る
の
は
よ
く
な
い
が
、当

を
得
た
し
か
り
方
や
心
の
こ
も
っ
た
注

意
の
ひ
と
こ
と
は
、子
ど
も
を
非
行
や

事
故
か
ら
守
る
た
い
せ
つ
な
も
の
で
あ

る
。だ
れ
で
も
い
い
、危
な
い
遊
び
を

し
て
い
る
子
を
見
か
け
た
ら
、ひ
と
こ

と
注
意
し
て
あ
げ
よ
う
で
は
な
い
か
。

ごあんない ごあんない ごあんない

■

趣
味

の

教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
-
五
-
一
七
)
で
は
、次

の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
か
ね
た
「教
室
」を
開
き
ま
す
。お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
は
、同
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
(
電

話
六
〇
五
-
七
一
〇
一
、月
曜
日
は
休
館
)
。

生
花
教
室
《
古
流
》
日
時
―
七
月
十
一
日
(
金
)
午
前
十
時
　
講

師
―
岩
佐
マ
チ
氏
、教
材
費
二
百
円
(
ハ
サ
ミ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

手
芸
教
室
《
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
》
日
時
―
十
七
日
(
木
)
午

前
十
時
　
講
師
―
安
藤
洋
子
氏
(
教
材
費
二
百
円
、ハ
サ
ミ
と
モ
ノ

サ
シ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

料
理
教
室
《
西
洋
料
理
》
日
時
―
十
八
日
(
金
)
午
後
一
時
三

十
分
　
講
師
大
友
登
氏

ギ
タ
ー
教
室
　
日
時
―
二
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時
　
講
師
―
金

子
幸
雄
氏

音
楽
教
室
　
日
時
―
九
日
(
水
)
午
後
三
時
三
十
分
　
講
師
―
池

田
輝
樹
氏

お
り
紙
教
室
　
日
時
―
二
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
講
師
―

川
合
豊
彰
氏
(
教
材
費
百
円
)

絵
画
教
室
《
油
絵
・
水
彩
画
》
日
時
―
十
二
日
(
土
)
・
二
十

六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
講
師
―
沖
浦
卓
夫
氏

■
中
央
図
書
館
催
し
物

(
毎
週
月
、毎
月
十
四
日
は
休
館
)

第
二
郷
土
資
料
展

▽
期
間
　
八
月
三
十
一
日
ま
で
　
▽
テ
ー
マ
　
区
教
育
の
あ
ゆ
み

▽
展
示
物
　
寺
小
屋
の
机
・
手
本
・
拓
本
・
教
科
書
/
近
松
学
校
額

・
算
額
・
器
具
類
/
古
地
図
/
絵
画
/
各
種
教
科
書
(
漢
籍

・
検
定
本
・
国
定
本
/
卒
業
証
書
・
賞
状
な
ど

▽
場
所
　
郷
土
資
料
室

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
　
毎
日
正
午
～
一
時
　
▽
場
所
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

映
画
会

▽
日
時
　
毎
日
午
後
三
時
か
ら
　
▽
場
所
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

■
水
泳
講
習
会

次
に
よ
り
水
泳
講
習
会
を
開
き
ま
す
。ご
希
望
の
か
た
は
、区
教

育
委
員
会
の
体
育
係
ま
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。費
用
は
無
料
。

指
導
者
講
習
会
　
日
時
―
七
月
二
十
一
日
(
月
)
～
二
十
二
日
(

火
)
午
後
五
時
四
十
分
～
九
時
　
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
高

校
生
以
上
の
学
生
で
、五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
人

初
心
者
講
習
会
　
日
時
―
二
十
三
日
(
水
)
～
二
十
五
日
(
金
)

午
後
五
時
四
十
分
～
九
時
　
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
高
校

生
以
上
の
学
生
で
、
泳
げ
な
い
人
。

場
所
―
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
町
一
丁
目
十
七
-
一
)

申
し
込
み
―
区
教
育
委
員
会
事
務
局
体
育
係
へ
。定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。

■
区
営
プ
ー
ル
開
設

次
の
五
か
所
の
区
営
プ
ー
ル
を
八
月
三
十
一
日
ま
で
開
設
し
ま

す
。
料
金
は
、
い
ず
れ
も
一
時
間
お
と
な
二
十
円
、
子
ど
も
十
円
で

す
。
時
間
は
、
体
育
館
プ
ー
ル
が
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
。

日
曜
日
の
み
午
後
六
時
ま
で
。そ
の
他
の
公
園
プ
ー
ル
は
、
毎
日
午

前
九
時
～
午
後
六
時
。

▽
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
-
一
)

▽
千
住
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
大
川
町
三
五
-
一
)

▽
千
住
旭
公
園
プ
ー
ル
(
千
住
旭
町
三
〇
-
一
)

▽
中
郷
公
園
プ
ー
ル
(
西
新
井
一
丁
目
二
十
九
-
一
五
)

▽
大
谷
田
南
公
園
プ
ー
ル
(
中
川
四
丁
目
四
二
-
一
)

■ 区役所の電話882- 1111　■ 足立福祉事務所888- 3141　■ 中部福祉事務所889- 1481　■ 東部福祉事務所605- 7101
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そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
そ
う

い
ま
こ
そ
公
害
追
放
に
立
ち
あ
が
る
と
き

都公害防止
条例決まる

〝
公
害
憲
章
〟
と
い
わ
れ
る
都
公
害
防
止
条
例
が
、
さ
る
六
月

の
都
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、前
文
と
五
章
、六
十
八
条
か
ら
な
り
、三
つ
の

柱
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。柱
の
第
一
は
、前
文
に
公
害
憲
章

的
性
格
を
持
た
せ
た
こ
と
、第
二
は
、知
事
や
事
業
者
、都
民
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
を
ハ
ッ
キ
リ
示
し
た
こ
と
、第
三
は
、現
行
法
の
許

す
範
囲
内
で
、で
き
る
だ
け
新
し
い
規
制
を
盛
り
込
み
公
害
防

止
に
努
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、み
ん
な
が
健
康
で

安
全
か
つ
快
適
な
生
活
を
営
む
権
利
を
持
ち
、公
害
の
発
生
原
因

と
な
る
行
な
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。都
は
最
大
限
の
義
務

を
負
い
、公
害
防
止
の
絶
滅
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

公
害
防
止
三
原
則
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

区
内
で
も
高
い
関
心

こ
の
条
例
に
こ
た
え
る
か
の
よ
う
に

時
期
を
前
後
し
て
、足
立
区
内
の
数
工

場
が
公
害
対
策
懇
話
会
を
つ
く
り
、自

主
的
な
公
害
防
止
に
の
り
出
し
た
ほ

か
、あ
る
地
区
で
は
、地
元
と
工
場
側

が
話
し
合
っ
て
、騒
音
や
悪
臭
を
な
く

す
約
束
を
取
り
か
わ
す
な
ど
、こ
の
と

こ
ろ
、公
害
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

区
で
も
、こ
と
し
の
四
月
に
公
害
課
を
つ

く
り
、
「騒
音
を
出
す
施
設
の
各
種

届
出
受
け
付
け
」
「工
場
認
可
」
「苦

情
相
談
」な
ど
の
窓
口
事
務
や
、公
害
調
査

、指
導
な
ど
も
行
な
い
、公
害

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
公
害

に
対
す
る
世
論
の
よ
り
高
い
関
心
と
、

み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
復
興
を

人
間
は
、自
然
の
恵
み
を
受
け
、自
然
を

利
用
し
て
文
明
を
つ
く
り
ま
し
た
。

し
か
し
、文
明
は
自
然
を
破
壊
し
、公

害
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
公

害
は
、ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、人
間

の
生
活
を
お
び
や
か
し
、そ
の
生
命
さ

え
も
奪
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

巨
大
な
都
市
文
明
の
渦
中
か
ら
人
間

を
守
り
、
〝
人
間
あ
っ
て
の
文
明
〟
に

と
り
も
ど
す
、
つ
ま
り
人
間
復
興
の
た

め
、
公
害
絶
滅
に
、
い
ま
こ
そ
み
ん
な

が
立
ち
あ
が
る
と
き
だ
と
、
公
害
条
例

の
前
文
は
う
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、単
な
る
目
標
に
と
ど
ま
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
都
お

よ
び
区
、そ
し
て
事
業
者
や
一
般
区
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、守
る
べ
き
義
務

を
、ハ
ッ
キ
リ
認
識
す
る
こ
と
が
、

い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

騒音調査をする公害課職員

〝
事
業
主
に
お
願
い
〟

四
十
三
年
の
暮
れ
に
「騒
音
規
制
法
」

な
ど
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、次
の
よ
う

な
届
け
出
を
区
に
す
る
こ
と
が
、事
業

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
、騒
音
の
出
る
機
械
類
の
新
設
、増

設
、変
更
、継
承
、廃
止
、氏
名
変

更
な
ど
は
、三
十
日
以
内
に
届
け
出

る
(
現
在
、す
で
に
機
械
類
を
設
置

し
て
い
る
場
合
も
届
け
出
が
必
要
)

二
、騒
音
の
出
る
建
設
作
業
を
行
な
う

場
合
、
作
業
開
始
の
七
日
前
ま
で
に

届
け
出
る
。

三
、大
気
汚
染
防
止
法
、ば
い
煙
防
止

条
例
、水
質
保
全
法
、工
場
排
水
規

制
法
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
が
定

め
る
施
設
を
設
置
し
た
り
廃
止
し
た

と
き
も
届
け
出
る
。

四
、新
し
く
工
場
を
建
て
る
と
き
は
、

工
場
の
設
立
認
可
申
請
を
す
る
。

以
上
四
点
で
す
。よ
ろ
し
く
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

資
金
を
あ
っ
せ
ん

公
害
防
止
の
た
め
に
、新
し
い
設
備

を
と
り
つ
け
た
り
、改
善
し
た
り
す
る

場
合
、次
の
と
お
り
資
金
の
融
資
、あ

っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

下
さ
い
。

公
害
防
止
設
備
改
善
資
金

一
口
…
…
三
百
万
円

期
間
…
…
五
年
六
か
月
(
す
え
置
き
期

間
六
か
月
を
含
む
)

利
率
…
…
年
四
分

工
場
移
転
資
金
お
よ
び
公
害
防
止
設
備

資
金
の
融
資
あ
つ
せ
ん

銀
行
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、
利
子
補

給
を
行
な
い
ま
す
。

一
口
…
…
一
千
万
円

期
間
…
…
五
年
以
内

利
率
…
…
利
子
お
よ
び
利
子
補
給
差
し

引
き
年
四
分

以
上
、お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
、届

け
出
、申
し
込
み
は
、区
の
公
害
課
へ
。

沼
田
・
高
野
地
区
に
住
居
表
示

八
月
一
日
か
ら

江
北
一
～
四
丁
目
に

町
区
域
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
た

り
、飛
び
番
地
な
ど
が
あ
っ
て
わ
か
り

に
く
か
っ
た
沼
田
、高
野
、北
宮
城
地

区
が
、き
た
る
八
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
る
住
居
表
示
で
、図
の
よ
う
に
江
北

一
～
四
丁
目
と
い
う
、新
し
い
町
区
域

に
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
対
象
区
域
は
、上
沼
田
町
、

下
沼
田
町
、高
野
町
、北
宮
城
町
、小

台
大
門
町
、南
堀
之
内
町
な
ど
六
つ
の

町
の
各
一
部
で
、こ
の
町
域
の
人
口
は

約
三
万
三
千
人
。

新
し
い
町
の
面
積
は
、
江
北
一
丁
目

〇
・
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
同
二

丁
目
〇
・
二
六
平
方
キ
ロ
、
同
三
丁
目

〇
・
三
〇
平
方
キ
ロ
、
同
四
丁
目
〇
・

二
八
平
方
キ
ロ
、
合
計
一
・
〇
四
平
方

キ
ロ
で
す
。

な
お
、こ
れ
と
同
時
に
、上
沼
田
町

の
一
部
が
、去
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ

た
堀
之
内
一
丁
目
に
編
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
で
住
居
表
示
の
実
施
総
面
積
は

二
三
・
八
平
方
キ
ロ
に
な
り
、
実
施
予

定
面
積
(
市
街
地
)
の
七
七
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
実
施
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

参
考
　
こ
れ
ま
で
の
住
居
表
示
に
よ

り
、新
田
上
町
、同
下
町
、南
鹿
浜
町
、

南
堀
之
内
町
、北
堀
之
内
町
、小
台
大

門
町
、小
台
町
、宮
城
町
の
八
町
は
、

荒
川
河
川
敷
内
だ
け
に
残
り
、人
の
住

ん
で
い
な
い
町
に
な
り
ま
す
。し
か

し
、将
来
、区
内
の
住
居
表
示
が
ほ
ぼ

終
っ
た
と
き
、こ
の
地
区
の
町
区
域
も
整

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
所
変
更
届
を

次
の
よ
う
な
場
合
は
、住
所
変
更
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
、登
記
所
の
不
動
産
物
件
の
所
有

者
名
儀
人
な
ど
の
住
所
(
登
記
所
)

二
、自
動
車
検
査
証
(
陸
運
事
務
所
)

三
、
運
転
免
許
証
(
西

新
井
警
察

署
)

四
、
外
国
人
登
録
証
(
区
役
所
)

五
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金

加
入
者
証
(
区
役
所
・
出
張
所
)
な

ど
。

な
お
、こ
の
場
合
、一
～
三
ま
で
は

「住
居
表
示
変
更
証
明
書
」が
心
要
と

な
り
ま
す
。こ
の
証
明
書
は
、八
月
一

日
以
後
、区
役
所
住
居
表
示
課
ま
た
は

第
十
三
出
張
所
で
無
料
発
行
し
ま
す
。

知
人
に
通
知
を

ハ
ガ
キ
を
一
世
帯
に
つ
き
二
十
枚
さ

し
あ
げ
ま
す
。通
信
・
訪
門
が
正
し
く

早
く
で
き
る
よ
う
、知
人
や
取
引
先
な

ど
に
新
し
い
町
名
番
地
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。な
お
、大
量
に
ハ
ガ
キ
が
ほ

し
い
か
た
は
、足
立
郵
便
局
(
八
八
二
-
二

〇
〇
一
)
ま
た
は
足
立
北
郵
便
局

(
八
八
三
-
二
八
九
二
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
…
…
。

番
地
を
使
う
特
例

新
し
い
住
居
表
示
が
行
な
わ
れ
て
も

土
地
や
家
屋
の
不
動
産
表
示
お
よ
び
戸
籍

の
表
示
は
、町
名
(
江
北
○
丁
目
)
だ

け
が
新
し
い
も
の
と
な
り
、番
地
は

い
ま
ま
で
の
も
の
を
使
い
ま
す
。

第
十
七
次
住
居
表
示
実
施
区
域
図

か
し
こ
い

消
費
者

クリーム菓子相
談

あ
る
ス
ー
パ
ー
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
二
〇

〇
グ
ラ
ム
六
十
六
円
の
ク
リ
ー
ム

菓
子
を
買
っ
た
と
こ
ろ
、
舌
ざ
わ

り
が
悪
く
、
口
の
中
が
と
て
も
い

や
な
感
じ
に
な
っ
た
。
ク
リ
ー
ム

が
変
質
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
調
べ

て
ほ
し
い
。　
　
　
(

入
谷
の
主
婦
)

回
答

区
で
は
、
持
ち
込

ま
れ
た
ク
リ
ー
ム
菓

子
の
品
質
検
査
を
、
東
京
都
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ

ク
リ
ー
ム
菓
子
の
量
が
少
な
い
の

で
成
分
テ
ス
ト
は
で
き
な
か
っ

た
。
味
覚
テ
ス
ト
の
結
果
で
は
、

ク
リ
ー
ム
お
よ
び
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に

悪
い
油
が
使
わ
れ
て
お
り
、こ
の

た
め
口
の
中
に
油
の
変
な
味
が
残

る
。
し
か
し
、
品
質
は
、
食
品
衛

生
上
の
問
題
に
な
る
ほ
ど
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

な
お
、商
品
の
分
析
テ
ス
ト
を

希
望
す
る
と
き
は
、そ
の
商
品
を

一
〇
〇
グ
ラ
ム
以
上
お
持
ち
願
い

た
い
と
の
こ
と
。

消
費
者
メ
モ

良

質
の

ク

リ

ー
ム

は
、

バ
タ
ー
、卵
、砂
糖
な
ど
が
使
わ

れ
て
お
り
、粗
悪
品
は
人
工
甘
味

料
、食
用
油
な
ど
で
適
当
に
味
つ

け
さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
に
し
て

も
腐
り
や
す
い
も
の
な
の
で
、早

く
食
べ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、買
う
場
合
も
「○
日
ま
で

に
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
」と
注

意
書
き
し
て
あ
る
も
の
、あ
る

い
は
、よ
く
売
れ
て
い
る
店
で
、

前
日
の
売
れ
残
り
品
が
な
い
よ
う

な
と
こ
ろ
で
買
う
よ
う
に
し
た

い
。

道
路
を
使
う
と
き
は

許
可
が
必
要
で
す

日
除
け
、そ
で
看
板
、建
築
足
場
、

建
築
囲
み
な
ど
の
た
め
道
路
を
使
う
と

き
は
、道
路
占
用
の
許
可
が
必
要
で

す
。
区
土
木
部
占
用
係
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

お
宅
に
も

郵
便
受
箱
を

郵
便
屋
さ
ん
泣
か
せ
の
一
つ
に
、郵

便
受
箱
や
表
札
を
出
し
て
い
な
い
家
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。郵
便
物
を
戸
の
す
き
間

か
ら
入
れ
よ
う
と
し
て
も
は
い
ら
な

か
っ
た
り
、表
札
が
な
い
た
め
、ど
こ

の
家
だ
か
わ
か
ら
ず
、配
達
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
郵
便
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、新
聞
配
達
や
区

役
所
な
ど
か
ら
便
利
帳
を
配
っ
た
り
調
査

な
ど
に
う
か
が
う
と
き
も
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
郵
政
省
で
は
、
全
家
庭
に
郵

便
受
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
家
庭

で
も
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、郵
便
受
箱
の
規
格
品
(
ス
テ

ィ
ー
ル
製
の
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
)
を

つ
く
り
、安
く
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
希
望
の
か
た
は
、お
近
く
の

郵
便
局
の
窓
口
か
郵
便
局
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。一
個
七
百
円
で
す
。

な
お
、郵
便
受
箱
の
取
り
付
け
場
所

は
、道
路
に
直
接
面
し
た
、見
や
す
い

場
所
に
お
願
い
し
ま
す
。=
郵
便
局
=

交
通
共
済
に
は
い
り

や
す
く
な
り
ま
し
た

交
通
災
害
共
済
は
、二
百
円
の
掛
金

で
、交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
最
高
五

十
万
円
の
見
舞
金
が
も
ら
え
る
と
い
う

の
で
、ご
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、加

入
者
証
発
行
機
の
設
置
箇
所
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
み
な
さ
ん
に
、
ご
不
便
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
区
内
の
全
出
張

所
に
発
行
機
を
置
き
、
加
入
し
や
す
い

よ
う
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

こ
の
交
通
共
済
は
、二
十
三
区
内
に

住
ん
で
い
る
か
た
(
た
だ
し
、住
民
基
本

台
帳
・
外
国
人
登
録
票
に
載
っ
て
い

る
か
た
)
な
ら
、年
齢
に
関
係
な
く
、

だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。ま
た
、自

分
に
過
失
が
あ
る
と
き
で
も
、も
ら
え

る
と
い
う
有
利
な
共
済
で
す
。万
一
の

事
故
に
備
え
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

車
検
用
納
税
証
明
が

必
要
な
か
た
に
…
…

都税

自
動
車
の
継
続
検
査
を
陸
運
事
務
所

へ
申
請
す
る
場
合
、検
査
用
の
自
動
車

税
の
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。こ
の

証
明
書
は
、税
務
事
務
所
で
発
行
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
へ
税
金
を
納
め
た
場
合
、証
明
書

が
出
る
ま
で
、納
め
た
日
か
ら
一
週
間

以
上
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
必
要
な
と
き
は
、
そ
の
自
動
車

税
の
領
収
証
書
と
車
検
証
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

自
動
車
の
譲
渡
に
は
納
税
証
明
書

を
つ
け
て

中
古
車
を
買
っ
た
か
た
が
車
検
を
受

け
る
場
合
は
、前
所
有
者
の
納
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。自
動
車
を
譲
渡
す
る

場
合
は
、車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
車

検
証
を
添
え
て
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

社明運動月間

七
月
は
「社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」月
間
で
す
。こ

れ
は
、犯
罪
を
防
ぎ
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
い
う
、
全
国

的
な
運
動
で
す
。

今
回
の
重
点
目
標
は
「青

少
年
の
非
行
化
防
止
と
社
会

的
連
帯
の
強
化
」
で
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

七
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ

い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、国
や
都
・
区
な

ど
の
行
政
や
経
済
政
策
の
立
案
、

実
施
な
ど
に
役
立
て
る
資
料
を
得

る
た
め
、
三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
七
月

十
六
日
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
う
か
が
い
、
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
は
、個
人

経
営
の
農
林
漁
業
と
一
般
行
政
庁
を

除
く
す
べ
て
の
事
業
所
で
、学

校
、病
院
、旅
館
、神
社
仏
閣
、

行
商
な
ど
も
含
み
ま
す
。調
査
し

た
こ
と
が
ら
は
、統
計
を
作
る
目

的
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
徴
税
な
ど

申
告
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ

と
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

融
資
受
付
中

区
で
は
、
次
の
と
お
り
中
小
企

業
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
資
金
に
お
困
ま
り
の
か
た

は
区
経
済
課
商
工
係
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

金
額
　
五
十
万
円
以
内

期
間
　
十
二
か
月
(
す
え
置
き
期

間
二
か
月
を
含
む
)

利
率
　
日
歩
二
銭
一
厘

な
お
、申
し
込
み
用
紙
は
区
経

済
課
、ま
た
は
取
扱
い
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
証
が
八

月
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
国

民
健
康
保
険
証
は
、七
月
三
十
一

日
で
有
効
期
間
が
切
れ
、
八
月
一

日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、七
月
中
に

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
郵
送
し
ま
す
が

、も
し
お
手
も
と
に
届
か
な
い

よ
う
な
と
き
は
国
保
課
給
付
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
新
保
険
証
を

受
け
と
っ
た
ら
、記
載
内
容
を
、

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。今
回
か

ら
、住
民
基
本
台
帳
と
照
合
し
て

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、住
民
票
の
な
い
か
た
に
は
保

険
証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

万
一
、保
険
証
の
記
載
内
容

に
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
至
急
、
国
保
課
ま
た
は

出
張
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

古
い
保
険
証
は
、
八
月
に
な
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
国
保
課
か
出

張
所
、
あ
る
い
は
集
金
に
お
う
か

が
い
し
た
国
保
課
職
員
に
お
返
し

く
だ
さ
い
。

新
保
険
証
は
、四
十
六
年
七
月

末
ま
で
二
年
間
有
効
で
す
の
で
、

た
い
せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

綾
瀬
の
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、高
校
生
以
上
の
男
女
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

(
1
)
日
給
七
百
五
十
～
九
百
円
　
(
2
)

勤
務
時
間
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
　
(
3
)
勤
務
場
所
同
セ
ン

タ
ー
交
通
公
園
　
(
4
)
休
み
は
月
曜

日
　
(
5
)
申
し
込
み
―
東
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
　
六
〇
五
-

七
一
〇
一
へ
ど
う
ぞ
。

軍
人
恩
給
の
請
求
は

九
月
末
で
締
め
切
り

も
と
軍
人
・
軍
属
で
、実
役
年
数

と
加
算
年
数
を
加
え
る
と
十
二

年
以
上
に
な
る
か
た
は
、
軍
人
恩

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
請
求
は
、こ
と
し
の
九
月

三
十
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
の
で

未
請
求
の
か
た
は
、至
急
、手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、区
福
祉
課
援
護
係
へ
。

入
谷
町
に

立
ち
入
り
調
査

日
本
住
宅
公
団
で
は
、入
谷
町

に
北
部
流
通
業
務
団
地
(
流
通
セ

ン
タ
ー
)
を
建
設
す
る
た
め
、そ

の
周
辺
の
土
地
に
立
ち
入
り
調
査

を
行
な
い
ま
す
。期
間
は
七
月
十

日
か
ら
四
十
五
年
三
月
末
ま
で
。

な
お
、疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、日
本
住
宅
公
団
首
都
圏
宅

地
開
発
本
部
(
電
話
二
六
五
-
二

二
一
一
内
線
四
二
三
)
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■ アメリカ・シロヒトリの駆除相談は、土木部庶務係へ


